
　 字幕制作の大まかな流れ
　

【メーカー】

　

【制作会社】

　

【翻訳会社】　　　ＯＲ　　【フリーの翻訳者】

【素材チェック】　 　【翻訳発注】
（ＣＤＲ　もしくはＶＨＳ、ＤＶＤ、台本

到着後素材に不備がないか、言語は何
語かチェック）

（作品のジャンルに合わせた翻訳者を選定し依頼）

　【翻訳発注】
（作品のジャンルに合わせた翻訳者を選定し依頼） 【ハコ書き上がり】

（依頼した翻訳者よりハコ書き台本上がり）
（ハコ書きとは映像をみながらスクリプトを区切っていく作業のことです）

【ハコ書き上がり】
（依頼した翻訳者よりハコ書き台本上がり）

（ハコ書きとは映像をみながらスクリプトを区切っていく作業のことです） 【スポッティング】
（翻訳者がＳＳＴをつかえた場合スポッティングも作業）

【スポッティング】
（翻訳者もしくは社内でＳＳＴを使ったスポッティング） 【字幕翻訳上がり】

（依頼した翻訳者より翻訳原稿上がり）

【字幕翻訳上がり】
（依頼した翻訳者より翻訳原稿上がり）

【制作会社】
校正・チェック・スポッティング修正や翻訳者との確認

　【スポッティングチェック】
（ＳＳＴ上でスポッティングチェック）

【演出】
（社内で演出）

【校正】
（誤字脱字や文字のチェック）

【納品】

【仮ＭＩＸ（試写）チェック】
（翻訳データを納品後、映像に字幕が入った形でビ
デオを作成します。映像でみると字幕の流れがおか
しい箇所がでてきます。このおかしい箇所を翻訳者
及び制作会社でチェックをいれて修正します。）

【メーカーチェック】

【本ミックス】
映像上のキズやノイズの修正

【商品完成】
劇場もしくはＤＶＤで発売、ＣＳ、ＢＳ、地上波などで放映


